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　最近、こしの国ケーブルテレビや、地元
新聞だけでなく、ＮＨＫでも全国放映さ
れ、この会の取り組みは一気にクローズア
ップ、永平寺町でも改めて高く評価されて
います。
　もともと永平寺川には、たくさんの種類
の生き物が棲息していました。しかし、い
わゆる開発により、生き物も激減の一途を
たどってきたのが現状です。
　昔を知る者として、これでは淋しいと、
何とか回復できないかと仲間を募り､行動を
起こしてきたのがこの会です。
　８つもの魚道を作ってもらったり、中部
漁業さんに毎年、ヤマメや鮎等の放流をし
てもらったり､志比南小学校の子どもたちも
一緒に川に入り、放流を手伝っています。
いろいろな活動が実を結んだのでしょう。
昨年は鮭鱒の遡上を確認しました。また、
半世紀ぶりに市野々にまで鮎が帰ってきま
した。そして、ついには陸封型の桜マスが
何匹か見られるようになりました。
　一昨年は小学校前の橋下に産卵場を子ど
もたちと一緒に作りましたが､見事的中で

す。何と陸封型桜マスの産卵現場を目撃で
きたのです。感動です！前進しています。
課題もあると聞いていますが、頑張って下
さい。祈っています。

　ところで、この会がもう一つ力を入れて
いる活動があります。「えち鉄521プロジ
ェクト」です。ある日、東古市の宝物探し
のように、素敵なポイントでえち鉄の電車
風景を撮りに来ていた写真家の皆さんと小
林さんが出会いました。これが、プロジェ
クトの始まりです。東古市に自慢の宝物が
あったのだ！これで県内外の人を呼べる
ぞ！実際、昨年の４月14日の「えち鉄521
プロジェクトin永平寺－えち鉄を撮ろ
う！」は大成功でした。えち鉄だからでき
る桜とラッセルの共演はナイスでした。写
真家の方々との出会いから始まったこの物
語は､これからもin松岡駅、in山王駅にまで
展開するかも。今年のえち鉄521プロジェク
トは絶対に見逃せません。　（松川　記）
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余
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さ
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催
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会
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。
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話題のラッセル車テキ521

521とはテキ521のことで、冬の除雪のため
のラッセル車です。昭和24年製造で、今でも
現役で活躍中です。

事務局長の小林 義親さん（東古市）にお伺いしました。事務局長の小林 義親さん（東古市）にお伺いしました。
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サケ・サクラマスの遡上を実現する会



事
務
事
業
評
価

　

 

シ
ス
テ
ム
運
用
へ

開発センターを
一部利用した
新消防庁舎建設!!
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開発センターを
一部利用した
新消防庁舎建設!!
11月の「議会と語ろう会」で消防庁舎統合について町民からご意見
をお聞きし、消防署統合推進特別委員会を２回開催し審議しました。
11月の「議会と語ろう会」で消防庁舎統合について町民からご意見
をお聞きし、消防署統合推進特別委員会を２回開催し審議しました。
 プラン 内　　　　　容 　工事概要と概算費用 採択結果

１ 理事者
提　案

開発センターを耐震
補強し、2階の一部
に事務室を設け、新
消防庁舎を増築

概要工事費
 約4億5660万円
開発センター耐震補強
 1億5150万円
　合　計 ６億  710万円

２ 議会から
求めた案

開発センターを残し
つつ、すべての機能
を集約した新庁舎の
新築

概要工事費
 約6億4380万円

３

７名

７名

１名
議会から
求めた案

開発センターを解体
し、跡地に新庁舎と
こしの国ケーブルテ
レビを新築

概算工事費
 約15億2990万円

プラン１ が委員長採決で今後の委員会の方針となりました。

・既存の施設を有効活用すべき。
・プラン１は、将来的経費を考える
　と高くなる。
・機動的・機能的な消防を構築する
　ため、新築で集約すべき。
・開発センターを解体した場合ケー
　ブルテレビ移設に６億1150万円
　かかるとでているが、機器の更新
　時期にきている。前倒しすれば安
　く上がるのではないか？
・駐車スペースが狭くなり、施設が
　有効に使えなくなる。
・町内の公共施設利用計画を先に示
　すべき。

・既存の施設を有効活用すべき。
・プラン１は、将来的経費を考える
　と高くなる。
・機動的・機能的な消防を構築する
　ため、新築で集約すべき。
・開発センターを解体した場合ケー
　ブルテレビ移設に６億1150万円
　かかるとでているが、機器の更新
　時期にきている。前倒しすれば安
　く上がるのではないか？
・駐車スペースが狭くなり、施設が
　有効に使えなくなる。
・町内の公共施設利用計画を先に示
　すべき。

委員会内での主な議論委員会内での主な議論

・開発センターを改築す る費用と、壊して改築した場合の費用は、どのくらいの差額か。
・行財政改革の一環では なく、消防体制の見直しとして統合していただきたい。
・住民の命・安全に関わ る消防署統合は早くしてほしい。消防署建設は借金をしてで
　も早くやらないといけ ない。
・築40年経過の開発セン ターの耐震補強の新消防庁舎でなく、全面的に新築してやる
　ように。
・利便性を一番に考えて ほしい。建物はどのようなものでも機動力がよくなればよい。
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・築40年経過の開発セン ターの耐震補強の新消防庁舎でなく、全面的に新築してやる
　ように。
・利便性を一番に考えて ほしい。建物はどのようなものでも機動力がよくなればよい。
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－ 事務事業評価システム －
「事務事業評価シート」を作成し進める

各事業の目的や成果の評価を行う。

緊急性、優先性、効率性を検討する。

事務事業の簡素合理化、統合化等の
見直しを行う。

限られた財源のなかで住民ニーズに
対応した事務事業とする。
次年度以降の方向性を決める。 事務事業評価シート

３

町
議
会
も

今後開発センターを利用する
場合、開発センター耐震補強
 1億5150万円

※完成予想図※完成予想図

議会と語ろう会　町 民の声（抜粋）議会と語ろう会　町 民の声（抜粋）

永平寺開発センター 永平寺支所
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り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
平
成
19
年
度
よ
り
４
０
０

〜
４
５
０
の
事
業
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
町
議
会
で
も
「
事
務
事
業

評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
運
用

し
、
決
算
審
議
↓
予
算
審
議

の
サ
イ
ク
ル
を
充
実
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
が
行
っ
て
い
る
「
事
務

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
研
修
し
、
導
入
し
て
い
る
議
会
の

調
査
・
研
究
を
進
め
、
町
と
の
連
携
を
取
り
、
決
算.

予
算
審

議
で
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
議
会
も

事
務
事
業
評
価

　

 

シ
ス
テ
ム
運
用
へ

－ 事務事業評価システム －
「事務事業評価シート」を作成し進める

各事業の目的や成果の評価を行う。

緊急性、優先性、効率性を検討する。

事務事業の簡素合理化、統合化等の
見直しを行う。

限られた財源のなかで住民ニーズに
対応した事務事業とする。
次年度以降の方向性を決める。 事務事業評価シート

３

町
議
会
も

今後開発センターを利用する
場合、開発センター耐震補強
 1億5150万円

※完成予想図※完成予想図

議会と語ろう会　町 民の声（抜粋）議会と語ろう会　町 民の声（抜粋）

永平寺開発センター 永平寺支所
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平成24年第５回永平寺町議会定例会は、12月４日（火）から12月17日（月）
まで14日間開催されました。審議された内容は、次のとおりです。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　伊藤　博夫

承認第９号
平成２４年度上水道事業会計補正予算の専決処分の承認 承認
承認第10号
平成２４年度一般会計補正予算の専決処分の承認 承認
議案第50号
平成２３年度一般会計及び特別会計の決算認定 認定
議案第51号
平成２３年度上水道事業会計の決算認定 認定
議案第59号
平成２４年度一般会計補正予算 可決
議案第60号
平成２４年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第61号
平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
議案第62号
平成２４年度介護保険特別会計補正予算 可決
議案第63号
平成２４年度下水道事業特別会計補正予算 可決
議案第64号
平成２４年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決
議案第65号
平成２４年度上水道事業会計補正予算 可決

議案第66号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第67号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第68号
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第69号
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第70号
町税条例の一部を改正する条例の制定  可決
議案第71号
母子家庭等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第72号
父子家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第73号
下水道条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第74号
水道の布設工事の監督および水道技術管理者に関する条例の制定 可決
発議第11号
議会委員会の一部を改正する条例 可決
発議第12号
議会会議規則の一部を改正する規則 可決

 小畑 滝波 金元 齋藤 長岡 原田 川治 川崎 多田 上坂 長谷川 松川 渡邊 河合 上田 酒井

議案第50号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等20件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（伊藤博夫）は採決に加わりません
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平
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23
年
度

一
般
会
計
及
び
特
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会
計
の

　
　
　
　

  

決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
23
年
度

一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

　
　
　
　

  

決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
50
号

議
案
第
50
号
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平成24年 第５回
定例議会報告

　
　
　
　
　
　金

　元

　直

　栄

　
23
年
度
決
算
は
、
町
民
に
必
要
な
予
算

も
執
行
さ
れ
て
い
る
が
、

一
、
公
平
な
人
事
と
は
思
え
ぬ

二
、
地
元
の
経
済
対
策
が
第
一
と
は
な
っ
て
い
な
い

三
、
多
く
の
指
名
業
者
が
入
札
辞
退
す
る
内
容
の
設
計
を
さ

　
　せ
て
い
た

四
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
運
営
委
託
へ

五
、
支
所
の
利
用
計
画
や
、
あ
り
余
る
公
共
施
設
の
整
理
も

　
　示
さ
れ
て
い
な
い

等
の
理
由
で
こ
の
決
算
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　上

　田

　
　
　誠

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
認
定
に
お
い
て
、
各
々
の
事
業
や
事
項
に
対
し
て

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

　
認
定
に
あ
た
り
委
員
長
報
告
の
通
り
行
政
に
対
し
意
見
書

を
示
し
回
答
を
求
め
た
。
こ
の
意
見
書
を
平
成
25
年
度
予
算

編
成
に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
お
む
ね
妥
当
と
判
断
し

認
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

平
成
24
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
59
号

議
案
第
59
号

　
　
　
　
　
　金

　元

　直

　栄

　
反
対
の
第
一
は
、
町
の
合
併
後
、
全
て

の
公
共
施
設
の
あ
り
方
や
活
用
計
画
す
ら
示
さ
れ
て
い
な
い

中
で
の
耐
震
計
画
へ
の
予
算
計
上
で
あ
り
、
永
平
寺
支
所
と

開
発
セ
ン
タ
ー
の
利
用
計
画
す
ら
示
さ
れ
な
い
こ
と
。

　
第
二
は
、
温
泉
建
設
業
者
の
倒
産
で
、
工
事
再
開
の
予
定

は
全
く
見
え
て
は
い
な
い
し
責
任
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
こ
で
備
品
購
入
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　河

　合

　永

　充

　
議
会
中
に
開
催
さ
れ
た
消
防
署
統
合
推

進
特
別
委
員
会
（
議
長
以
外
の
全
議
員
で
構
成
）
で
、
僅
差

だ
っ
た
が
、
行
政
か
ら
示
さ
れ
た
プ
ラ
ン
が
可
決
さ
れ
た
。

委
員
会
決
定
の
プ
ラ
ン
は
耐
震
設
計
予
算
が
必
要
で
あ
る
。

委
員
会
で
は
、
私
は
違
う
立
場
だ
っ
た
が
、
建
設
的
議
会
、

委
員
会
の
決
定
を
尊
重
す
る
た
め
に
も
、
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
　
　松

　川

　正

　樹

　
請
負
業
者
の
倒
産
で
温
泉
建
設
の
目

途
が
た
た
な
い
中
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
施
設
関
係
の

予
算
が
出
て
い
る
。
先
に
詫
び
て
か
ら
の
話
だ
。
今
、
計
画

中
の
消
防
庁
舎
の
建
設
も
将
来
に
悔
い
を
残
す
。
「
あ
の
時

誰
も
反
対
し
な
か
っ
た
の
は
お
か
し
い
」
と
思
わ
れ
て
も
仕

方
の
な
い
案
で
あ
る
。
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
で
頂
い
た
住

民
の
声
も
活
か
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
工
夫
の
余
地
が
あ

る
。

　
　
　
　
　
　原

　田

　武

　紀

　　
開
発
セ
ン
タ
ー
の
２
階
部
分
を
新
消

防
庁
舎
の
事
務
室
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
、
今
会
期
中
に

開
催
し
た
「
消
防
署
統
合
推
進
特
別
委
員
会
」
で
、
僅
差
で

は
あ
っ
た
が
決
定
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
開
発
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
補
強
計
画
は
、
当
然
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　長

　岡

　千
惠
子

　　
消
防
署
庁
舎
は
３
プ
ラ
ン
の
中
で
の

採
決
で
、
開
発
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
プ
ラ
ン
に
決
ま
っ
た

が
、
消
防
庁
舎
に
開
発
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
か
否
か
で

は
、
８
対
８
だ
っ
た
。
慎
重
な
審
議
が
必
要
で
あ
る
。
現
時

点
で
の
開
発
セ
ン
タ
ー
耐
震
実
施
設
計
の
予
算
は
時
期
尚
早

で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
と
す
る
。

一時中断している温泉施設

耐
震
補
強
計
画
の
永
平
寺
支
所 

開
発
セ
ン
タ
ー
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平成24年第５回永平寺町議会定例会は、12月４日（火）から12月17日（月）
まで14日間開催されました。審議された内容は、次のとおりです。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　伊藤　博夫

承認第９号
平成２４年度上水道事業会計補正予算の専決処分の承認 承認
承認第10号
平成２４年度一般会計補正予算の専決処分の承認 承認
議案第50号
平成２３年度一般会計及び特別会計の決算認定 認定
議案第51号
平成２３年度上水道事業会計の決算認定 認定
議案第59号
平成２４年度一般会計補正予算 可決
議案第60号
平成２４年度国民健康保険事業特別会計補正予算 可決
議案第61号
平成２４年度後期高齢者医療特別会計補正予算 可決
議案第62号
平成２４年度介護保険特別会計補正予算 可決
議案第63号
平成２４年度下水道事業特別会計補正予算 可決
議案第64号
平成２４年度農業集落排水事業特別会計補正予算 可決
議案第65号
平成２４年度上水道事業会計補正予算 可決

議案第66号
職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第67号
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第68号
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第69号
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決 
議案第70号
町税条例の一部を改正する条例の制定  可決
議案第71号
母子家庭等医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第72号
父子家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第73号
下水道条例の一部を改正する条例の制定 可決
議案第74号
水道の布設工事の監督および水道技術管理者に関する条例の制定 可決
発議第11号
議会委員会の一部を改正する条例 可決
発議第12号
議会会議規則の一部を改正する規則 可決

 小畑 滝波 金元 齋藤 長岡 原田 川治 川崎 多田 上坂 長谷川 松川 渡邊 河合 上田 酒井

議案第50号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第59号 × ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等20件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（伊藤博夫）は採決に加わりません
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。
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の
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で
温
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設
の
目

途
が
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な
い
中
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
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設
関
係
の

予
算
が
出
て
い
る
。
先
に
詫
び
て
か
ら
の
話
だ
。
今
、
計
画

中
の
消
防
庁
舎
の
建
設
も
将
来
に
悔
い
を
残
す
。
「
あ
の
時

誰
も
反
対
し
な
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っ
た
の
は
お
か
し
い
」
と
思
わ
れ
て
も
仕

方
の
な
い
案
で
あ
る
。
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
で
頂
い
た
住

民
の
声
も
活
か
し
て
い
な
い
。
も
っ
と
工
夫
の
余
地
が
あ

る
。

　
　
　
　
　
　原

　田

　武

　紀

　　
開
発
セ
ン
タ
ー
の
２
階
部
分
を
新
消

防
庁
舎
の
事
務
室
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
、
今
会
期
中
に

開
催
し
た
「
消
防
署
統
合
推
進
特
別
委
員
会
」
で
、
僅
差
で

は
あ
っ
た
が
決
定
し
ま
し
た
。
従
っ
て
、
開
発
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
補
強
計
画
は
、
当
然
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　長

　岡

　千
惠
子

　　
消
防
署
庁
舎
は
３
プ
ラ
ン
の
中
で
の

採
決
で
、
開
発
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
プ
ラ
ン
に
決
ま
っ
た

が
、
消
防
庁
舎
に
開
発
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
か
否
か
で

は
、
８
対
８
だ
っ
た
。
慎
重
な
審
議
が
必
要
で
あ
る
。
現
時

点
で
の
開
発
セ
ン
タ
ー
耐
震
実
施
設
計
の
予
算
は
時
期
尚
早

で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
と
す
る
。

一時中断している温泉施設

耐
震
補
強
計
画
の
永
平
寺
支
所 

開
発
セ
ン
タ
ー
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常 任 委 員 会 報 告

　
　
　
　
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
長
谷
川
治
人

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
を
慎
重
審
議
の
結

果
、
全
議
案
と
も
委
員
会
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
た
。

☆
「
来
春
・
役
場
の
勤
務
時
間
が
短
縮
に
」

○
議
案
第
66
号
か
ら
議
案
第
68
号

　
永
平
寺
町
職
員
の
勤
務
時
間
短
縮
に
伴
う
改
正

　
平
成
20
年
度
の
人
事
院
勧
告
で
見
直
し
を
求
め
ら
れ

た
内
容
。
県
内
市
町
と
の
協
議
の
も
と
平
成
25
年
４
月

か
ら
改
正
す
る
。
勤
務
時
間
の
一
日
８
時
間
、
一
週
間

40
時
間
を
一
日
15
分
短
縮
し
、
１
週
間
の
勤
務
時
間
を

38
時
間
45
分
に
改
め
る
。

○
議
案
第
69
号
　
永
平
寺
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
本
案
は
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
特
殊
勤
務
手
当
に

つ
い
て
の
防
疫
作
業
の
文
言
、
「
伝
染
病
を
感
染
症
」

と
改
め
、
ま
た
、
手
当
額
の
額
を
一
日
１
，０
０
０
円

を
３
０
０
円
に
減
額
す
る
。

○
議
案
第
70
号
　
永
平
寺
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　
本
案
は
、
永
平
寺
温
泉
「
禅
の
里
」
が
来
春
開
業
に

伴
う
入
湯
税
の
改
正
で
入
浴
客
一
人
一
日
１
５
０
円

を
、
宿
泊
１
５
０
円
・
日
帰
り

８
０
円
と
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
川
治
　
孝
行

　
12
月
16
日
９
時
よ
り
、
付
託
さ
れ
た

☆
第
73
号
議
案
永
平
寺
町
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

☆
第
74
号
議
案
永
平
寺
町
水
道
の
布
設
工
事
の
監
督

　
及
び
水
道
技
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
審
議
し
賛
成
全
員
で
承
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
除
雪
に
つ
い
て
、
越
坂
地
区
の
交
差
点

に
つ
い
て
な
ど
、
行
政
に
対
し
て
委
員
よ
り
意
見
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
11
月
２
日
に
は
、
国
土
交
通
省
中
部
縦
貫
自
動
車

道
担
当
者
よ
り
、
永
平
寺
町
商
工
会
の
正
・
副
会

長
、
事
務
局
長
を
交
え
て
説
明
を
受
け
、
中
部
縦
貫

自
動
車
道
開
通
後
の
地
域
経
済
・
観
光
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
町
内

各
団
体
や
、
最
前
線

で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
の
お
話
を
お
聞
き

し
、
活
気
の
あ
る
町

と
な
る
よ
う
委
員
会

と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
か

取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
長
岡
千
惠
子

　
当
委
員
会
は
12
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
案
件
に
つ
い
て
、
12
月
14
日
に
開
催
。
全
員
一
致
で

承
認
し
ま
し
た
。

☆
永
平
寺
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

☆
永
平
寺
町
父
子
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

☆
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し
な
い
こ
と
な
ど
国

　
に
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

　
現
状
の
実
態
が
把
握
で
き
な
い
た
め
継
続
審
査
と
し

た
。

　
今
後
の
文
化
祭

１
、
町
内
の
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
経

過
説
明
を
う
け
た
。

２
、
発
達
障
害
児
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て
説
明
。

３
、
３
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
文
化
祭
が
１
会
場
に

な
る
と
聞
く
が
、
そ
の
理
由

と
目
的
は
。

４
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の

統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
し

て
い
る
か
。
研
修
会
や
学
習

会
は
実
施
し
て
い
る
か
。

５
、
認
知
症
や
う
つ
病
の
早

期
発
見
の
方
法
は
。

永平寺町文化祭

ど
う
な
る

　
　

 

今
後
の
文
化
祭
！

地
域
活
性
化
の
た
め
の

　
　
　
　

  
意
見
交
換
！

永
平
寺
温
泉「
禅
の
里
」

　
　
　

 

入
湯
税
の
改
正
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　当委員会に付託された議
案第50号「平成23年度一
般会計及び特別会計の決算
認定」議案第51号「平成
23年度上水道事業会計の決
算認定」について、副町

長、所管課長等の出席を求め、９月28日から７
日間にわたり慎重に審査した。
　審査所見は、予算に対する執行は適正なもの
と認められる。しかし、少子高齢化、景気低迷

により税収減少が予想されることから、今後も
財源確保のための更なる賊課・微収を強化し、
適正な事業の選択、実施を求める。
　また、組織機構の見直しや公共施設のあり方
等を含めた行財政改革も、一層強力に推進させ
ることを求める。
　審査結果は、議案第50号は、15名の賛成、
１名の反対・保留で、議案第51号は全員賛成で
原案の通り認定することに決した。

　当委員会に付託された議
案第59号「平成24年度一
般会計補正予算」から議案
第65号「平成24年度上水
道事業会計補正予算」の７
件の予算案は、原案のとお
り可決した。

　一般会計補正予算の総額は、１億851万４千
円で、本年度当初の人事異動等に伴う人件費の
補正、町営住宅跡地等売払収入4103万７千円
をまちづくり基金に積み立て、永平寺支所およ
び開発センターの耐震補強計画委託料587万８
千円、健康福祉施設備品購入費等1417万円、

県営道路整備事業負担金5396万８千円が主な
補正内容であった。
　また、国民健康保険事業会計では、23年度事
業費が確定したことに伴い国庫および県支出金
の返還金等で1957万４千円の増額、後期高齢
者医療特別会計では、保険料軽減に伴う後期高
齢者広域連合へ納付金66万円増額、介護保険特
別会計では、人件費補正の他、施設介護サービ
ス給付費、高額介護サービス費等を増額し総額
3982万６千円の補正となっている。
　下水道事業特別会計、農業集落排水特別会
計、上水道事業会計は、人件費補正となってい
る。

委員長　滝 波 登喜男予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

平成24年
12月
補正予算

平成23年
決算報告

問　耐震化する永平寺支所と開発センターの利用計画は。
答　開発センターの２階を消防の一部に、支所の２・３階の利用計画は今後示します。
問　今ある公共施設と耐震化していくということは、今の数量を維持していくのか。
答　第二次行財政改革で公共施設のあり方を27年度までに示します。
問　町税還付金500万円は、昨年より多いのではないか。
答　過年度分の確定申告したところ、予定納税された法人15社に還付金が生じたためです。
問　健康福祉施設の完成時期が定まっていないのに、備品購入費を計上するのは時期尚早ではな
　　いか。
答　できるだけ早い完成を目指していますが、備品の中には工事と同時に施工するものや、受注
　　製品で数ヶ月かかるものもあります。

詳細な審議の一部は次の通りです。
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一般質問

上坂  久則議員

問 来年度（25年度）予算編成の
　　　　　基本的な考え方は

答 社会情勢の変化に対応、効率的な運営、
安心・安全の生活サービスの向上を図る

く
り
、
質
の
高
い
町
づ
く
り

に
努
め
る
。

問　
災
害
時
、
個
人
情
報
遵

守
に
よ
る
弊
害
と
は
。

総
務
課
長　

緊
急
時
は
遅
滞

な
く
対
応
す
る
。

問　
厳
守
し
す
ぎ
る
と
生
命

保
護
へ
の
対
応
遅
れ
が
心
配
だ

が
。

総
務
課
長　

町
長
（
災
害
対

策
本
部
長
）
の
判
断
・
指
示

に
よ
り
即
応
す
る
。

問　
子
ど
も
達
（
少
年
野
球

等
）
の
ナ
イ
タ
ー
使
用
料
は
有

料
で
室
内
使
用
料
は
無
料
。
健

問　
予
算
要
求
額
の
５
％

（
前
年
度
比
）
シ
ー
リ
ン
グ
に

て
の
予
算
編
成
と
あ
る
が
、
サ

ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長　

主
と
し
て

事
務
経
費
を
対
象
に
し
て
い

る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
を

想
定
し
て
い
な
い
。

問　
町
民
と
の
協
働
事
業
を

新
規
に
導
入
し
た
い
と
あ
る

が
、
具
体
案
が
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

住
民
・
自

治
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
等
と

行
政
が
、
地
域
活
性
化
を
目

的
に
、
地
域
力
の
向
上
の
た

め
地
域
が
計
画
し
協
働
で
実

施
し
た
い
。

問　
町
長
の
強
い
思
い
と
は
。

町
長　

道
路
網
整
備
、
農

業
・
商
業
の
活
性
化
事
業
、

教
育
・
子
育
て
、
健
康
づ
く

り
等
の
福
祉
、
学
校
の
耐
震

化
、
定
住
化
促
進
を
進
め
て

き
た
が
、
住
み
や
す
い
町
づ

自
衛
官
募
集
の
表
示
、
長

寿
か
ら
健
康
長
寿
、
等
の

質
問
は
紙
面
の
都
合
に
て

割
愛

健康で元気な高齢者の運動会

14名の議員が町政全般について、一般質問を行いました。
一般質問は議事録に基づき質問議員本人がまとめています。

全
育
成
の
た
め
無
料
に
す
べ
き

だ
が

生
涯
学
習
課
長　

今
後
、
ナ

イ
タ
ー
使
用
料
、
徴
収
を
免

除
す
る
。
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議
員
定
数
と

議
員
報
酬
を
集
中
審
議

特 別 委 員 会 報 告

　
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
き
第
２
回
目
（
９
月
27
日
開
催
）
の

委
員
会
よ
り
審
議
を
始
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
当
議
会
の
定
数
・
報
酬
の
変
遷
、

近
隣
市
町
の
状
況
を
把
握
し
、
議
会
活
動
・
議
会

機
能
を
再
度
、
確
認
し
ま
し
た
。
４
回
目
（
10
月

31
日
開
催
）
の
委
員
会
か
ら
は
、
議
員
活
動
日
数

の
把
握
、
政
務
調
査
費
の
調
査
、
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
ま

ま
18
人
、
２
〜
６
名
削
減
、
政
務
調
査
費
は
必
要

の
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

　
11
月
に
行
わ
れ
た
「
議
会
と
語
ろ
う
会
」
で
の

皆
様
の
ご
意
見
を

各
委
員
が
共
有

し
、
今
後
さ
ら
に

審
議
を
重
ね
、
平

成
25
年
の
３
月
に

は
結
論
を
出
し
、

条
例
を
改
正
し
ま

す
。

議
会
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　川
崎

　直
文

　
25
年
４
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
永
平
寺
温
泉
健
康
福

祉
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
建
築
業
者
で
あ

る
福
井
市
の
㈱
松
尾
工
務
店
が
11
月
21
日
付
け
で
事
業
を

停
止
、
行
き
詰
ま
り
が
表
面
化
し
、
工
事
が
一
時
中
断
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
委
員
会
と
し
て
も
、
今
日
ま

で
の
進
捗
状
況
、
請
負
契
約
金
額
に
関
わ
る
諸
問
題
ま

た
、
今
後
の
工
程
等
を
理
事
者
に
問
い
た
だ
し
協
議
し
ま

し
た
。 

　
理
事
者
は
、
完
成
時

期
に
つ
い
て
の
明
言
は

避
け
ま
し
た
が
、
町
民

に
一
日
も
早
く
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
施
設

の
完
成
を
目
指
し
、
進

め
て
い
く
こ
と
で
委
員

会
も
了
承
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
施
設
の

愛
称
公
募
で
は
、
全
国

か
ら
６
０
０
点
近
い
応

募
が
あ
り
、
産
業
フ
ェ
ア
に
来
場
さ
れ
た
人
の
投
票
も
い

た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
選
考
し
た
と
こ
ろ
、
永
平

寺
町
ら
し
く
親
し
み
の
持
て
る
名
称
「
永
平
寺
温
泉 

禅

の
里
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
９
月
定
例
議

会
で
「
新
し
い

消
防
庁
舎
は
、

永
平
寺
支
所
横

の
開
発
セ
ン
タ

ー
の
一
部
を
事

務
所
と
し
て
活

用
し
、
消
防
の

中
枢
で
あ
る
指
令
セ
ン
タ
ー
や
車
庫
等
は
、
増
築
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至
っ
た
。
」
の
町
長
方
針
の

公
式
表
明
を
受
け
、
10
月
22
日
と
11
月
28
日
、
更
に
、
12

月
定
例
議
会
会
期
中
の
12
月
12
日
と
都
合
３
回
当
委
員
会

を
開
催
し
、
町
長
方
針
に
対
す
る
質
疑
を
集
中
的
に
行
い

ま
し
た
。

　
開
発
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
診
断
の
結
果
は
、
地
下
部
分
を

含
め
る
と
Ｄ
ラ
ン
ク
で
あ
る
と
の
こ
と
で
、
開
発
セ
ン
タ

ー
の
活
用
の
是
非
が
議
論
の
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
。

　
こ
の
号
の
特
集
記
事
に
あ
る
様
に
、
最
終
的
に
は
「
プ

ラ
ン
１
」
が
僅
差
で
可
決
さ
れ
た
が
、
反
対
意
見
も
多
い

こ
と
か
ら
、
今
後
も
理
事
者
側
に
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

消
防
署
統
合
推
進
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　原
田

　武
紀

一
日
も
早
い
開
湯
を
！

一
日
も
早
い
開
湯
を
！

新
消
防
庁
舎

　開
発
セ
ン
タ
ー
の

　一
部
活
用
案
に
決
定
!!

新
消
防
庁
舎

　開
発
セ
ン
タ
ー
の

　一
部
活
用
案
に
決
定
!!

議
員
定
数
と

議
員
報
酬
を
集
中
審
議

温
泉
利
活
用
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　委
員
長

　多
田

　憲
治
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問　
今
日
の
景
気
の
低
迷
に

お
け
る
経
済
状
態
、ま
た
衆
議

院
の
突
然
の
解
散
、選
挙
に
お

け
る
選
挙
後
の
国
政
・
政
権
等

の
行
方
が
混
沌
と
し
て
お
り
、

不
安
な
材
料
が
多
い
中
、国
や

県
の
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
本
町
に
と
っ
て
は
、極

め
て
厳
し
い
状
況
と
思
わ
れ

る
。

　

新
規
の
事
業
、ま
た
継
続
、

拡
大
事
業
に
お
け
る
そ
の
財
源

の
確
保
は
ど
う
な
の
か
。そ
し

て
、経
常
的
な
経
費
、人
件
費
、

建設中断している温浴施設

物
件
費
、ま
た
各
種
団
体
の
補

助
金
等
、ま
た
投
資
的
な
建
設

事
業
等
の
指
針
に
つ
い
て
は
。

企
画
財
政
課
長　

基
本
計
画

に
掲
げ
て
い
る
重
点
施
策
と
中

期
財
政
計
画
で
示
し
て
い
る
、平

成
25
年
度
以
降
の
主
な
建
設
事

業
の
推
進
、ま
た
経
済
情
勢
や

災
害
な
ど
の
緊
急
的
、政
策
的

課
題
への
対
応
、行
政
改
革
の
推

進
、活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
を
柱
と
し
て
い
る
。

　

財
源
の
確
保
は
、景
気
低
迷

化
が
長
期
化
し
厳
し
い
経
済
状

況
だ
が
、平
成
25
年
度
以
降
の

財
政
の
見
通
し
や
主
な
建
設

事
業
に
つ
い
て
は
、社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
う
国
の
制
度
改
正
や

政
策
転
換
等
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、正
確
な
情
報
収
集
に
努
め

る
ほ
か
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
て
国・県
等
への
要
望
を
行
い
、

事
業
推
進
に
必
要
な
歳
入
財
源

問　
雪
に
対
す
る
除
雪
、
排

雪
の
計
画
の
概
要
は
。

建
設
課
参
事　

本
年
度
の
除

雪
計
画
は
、
12
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
ま
で
を
除
雪

期
間
と
し
、
町
内
民
間
業

者
32
社
に
委
託
し
、
生
活
に

密
着
し
た
幹
線
道
路
を
優
先

に
作
業
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
除
雪
作
業
は
積
雪
量
が

10
㎝
以
上
に
達
し
た
場
合

や
、
達
す
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
に
作
業
を
始
め
る
。

排
雪
場
所
に
つ
い
て
は
、
松

冬
季
間
の
降
積
雪
に
よ
る
、

　
　
　

 

雪
害
対
策
は
万
全
か

生
活
に
密
着
し
た
幹
線
道
路
を

優
先
的
に
作
業
す
る

問答

ほ
か
に
、
町
道
の
改
良
、
新

設
、
拡
幅
等
つ
い
て
、
町
全

体
を
眺
め
、
計
画
的
に
整
備

す
る
こ
と
は
ど
う
か
に
つ
い

て
、
問
い
ま
し
た
。

新しく購入した除雪車

が
散
乱
し
た
り
、不
法
投
棄
が

行
わ
れ
た
り
、雑
草
が
ひ
ど
く

な
っ
た
時
は
環
境
課
と
上
志

比
支
所
が
協
力
し
て
ゴ
ミ
の
除

去
、雑
草
等
の
対
応
を
し
て
い

る
。景
観
保
持
等
を
図
る
た
め

に
行
政
代
執
行
も
視
野
に
入

れ
た
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

問　
現
代
の
場
所
に
自
動
販

売
機
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
公
衆
電
話

が
あ
る
が
、利
用
が
少
な
い

所
よ
り
、え
ち
鉄
の
山
王
駅

に
設
置
し
た
ら
よ
い
と
思
う

が
。

環
境
課
長　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
関

係
が
ど
う
な
る
の
か
十
分
調

査
し
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

の
確
保
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

行
政
運
営
の
効
率
化
、簡
素

化
に
取
り
組
み
、さ
ら
に
経
常

経
費
の
抑
制
等
の
行
財
政
改
革

も
あ
わ
せ
て
行
う
な
ど
、財
政

の
直
面
す
る
行
政
課
題
や
計
画

し
て
い
る
事
業
を
着
実
に
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

岡
河
川
公
園
、
永
平
寺
河
川

公
園
、
中
島
河
川
公
園
の
３

カ
所
を
指
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
周
知
に
つ
い
て
は
、
12

月
号
の
広
報
紙
あ
る
い
は
各

戸
配
布
で
、
ま
た
、
各
区
長

さ
ん
に
は
除
雪
の
路
線
図
を

配
布
し
て
い
る
。

問 平成25年予算編成に向けた
　　  基本方針の概要を問う

答 基本計画に掲げている
重点施策と中期財政計画を柱に

齋藤  則男議員

こ
の
ほ
ど
農
水
省
の
品
種
登

録
と
な
っ
た
。
現
在
、
県
内

の
小
麦
栽
培
は
収
穫
時
期
が

梅
雨
と
重
な
り
、
品
質
に
課

題
が
あ
り
殆
ど
栽
培
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
我
が
国

で
の
麦
の
消
費
は
圧
倒
的
に

小
麦
で
あ
り
、
86
％
が
輸
入

に
頼
っ
て
い
る
。
米
の
生
産

調
整
が
続
く
中
、
本
県
の

気
象
条
件
に
合
っ
た
「
県
大

３
号
」
の
作
付
け
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
さ

ら
に
、
こ
れ
の
今
後
の
位
置

づ
け
は
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

農
林
課
長　

「
県
大
３
号
」

は
倒
伏
し
に
く
く
収
量
も
３

０
０
kg
程
度
見
込
め
、
25
年

４
月
に
は
産
地
品
種
銘
柄
と

し
て
公
示
さ
れ
る
。
現
在
84

ア
ー
ル
と
栽
培
面
積
が
少
な

く
25
年
以
降
面
積
拡
大
に
努

め
、
作
付
け
奨
励
の
説
明
会

を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
量

的
に
増
え
れ
ば
産
地
化
も
見

え
て
く
る
よ
う
に
な
る
。

一般質問一般質問
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一般質問一般質問

問 建設中断している温泉施設の
　　　　　　　　　 開業はいつ？

答 新業者が落札後開業日を決定する

酒井  　要議員

問　
松
尾
工
務
店
の
倒
産
で

中
断
し
て
い
る
が
、
現
在
、

ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

健
康
施
設
室
長　

健
康
福
祉

施
設
の
建
設
工
事
に
つ
い

て
、
去
る
11
月
21
日
に
当
施

設
の
請
負
業
者
の
松
尾
工
務

店
が
事
業
停
止
、
法
的
整
理

に
入
り
、
表
面
化
し
た
。
施

設
の
建
築
契
約
の
解
除
や
現

在
ま
で
の
出
来
高
の
確
認
な

ど
の
清
算
事
務
に
つ
い
て

は
法
定
代
理
人
で
あ
る
弁
護

士
と
現
在
協
議
を
進
め
て
い

問　
６
年
後
の
福
井
国
体

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国

体
」
と
名
称
発
表
に
な
っ

た
。
本
町
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
開
催
が
決
定

し
て
い
る
。
先
般
、
中

央
競
技
団
体
よ
り
会
場

施
設
の
指
摘
事
項
が
あ

っ
た
が
、
学
校
施
設
の

松
中
体
育
館
は
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
（
高

校
）
女
子
会
場
で
も
あ

り
、
ア
ッ
プ
施
設
な
ど

の
取
り
組
み
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

中
央
競
技
団
体

の
視
察
に
よ
る
指
摘
の
、
床

や
照
明
は
聞
い
て
い
る
。
や

は
り
松
中
体
育
館
で
の
ア
ッ

プ
施
設
が
近
く
に
な
い
の

で
、
体
育
館
近
く
に
取
れ
な

い
か
と
十
分
検
討
し
て
い

る
。
県
で
も
関
係
市
町
を
集

め
た
会
合
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
も
含
め
た
検
討
を
予
定
し

て
い
る
。
い
ろ
ん
な
面
で
地

域
活
性
化
に
十
分
役
立
つ
と

思
う
の
で
万
全
を
き
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

る
。
精
算
が
確
定
次
第
、
残

り
の
工
事
の
設
計
書
の
作
成

や
請
負
業
者
の
選
定
に
つ
い

て
準
備
を
進
め
、
早
期
に
事

業
を
再
開
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

問　
身
体
障
害
者
の
一
部
の

方
か
ら
、
い
つ
開
業
す
る
か

た
ず
ね
ら
れ
る
の
だ
が
。

健
康
施
設
室
長　

今
は
、
残

り
の
工
事
を
発
注
す
る
設
計

書
の
作
成
や
、
入
札
に
要
す

る
期
間
が
必
要
。
新
た
に
請

け
負
っ
た
業
者
が
落
札
し
た

後
、
現
場
を
把
握
し
工
事
の

資
材
調
達
等
に
必
要
な
期
間

な
ど
ふ
ま
え
、
施
設
の
開
業

日
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た

い
。
今
後
の
完
成
の
期
間
や

開
業
日
な
ど
の
詳
細
が
わ
か

り
次
第
、
広
報
等
で
知
ら
せ

て
い
き
ま
す
。

問　
県
立
大
学
で
開
発
さ

れ
た
小
麦
「
県
大
３
号
」
は

町長杯バスケットボール大会
（松岡中学校体育館）

※健康福祉施設整備室長を健康施設室長と略しています。

４
１
６
号
線
沿
い

　
　 

美
観
を
損
ね
て
い
る
が

景
観
保
持
の
た
め
行
政
代
執
行
も

　
　
　視
野
に
入
れ
検
討
し
た
い

問答
問　
前
回
も
質
問
し
た

が
、
永
平
寺
町
の
景
観
・
美

観
を
損
ね
不
法
に
ゴ
ミ
等
も

捨
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後

の
進
展
は
な
い
の
か
。

環
境
課
長　

こ
れ
ま
で
も
ゴ
ミ

小
麦「
福
井
県
大
３
号
」の

作
付
け
か
ら
商
品
開
発・拡
販
は
？

ま
ず
は
作
付
け
の
奨
励
を
行
っ
て

　
　
　
　
　

 

量
を
多
く
し
た
い
！

問答

←

←

小畑  　傅議員

問 ６年後の福井国体　　　　 本町の取り組みは？

答 万全を期して取り組みたい！
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長岡千惠子議員

問 宅老所と高齢者集合住宅の開設は

答
宅老所は老人センターとサロンで対応
高齢者集合住宅は課題も多く
　　　事業として取り組む考えは無い

機能補償道路　に信号機を！　

問　
家
族
と
同
居
し
て
い
て

も
、
日
中
は
高
齢
者
が
一
人

に
な
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ

る
。
介
護
ま
で
は
行
か
な
い

が
、
手
助
け
の
必
要
な
人
の

た
め
に
、
宅
老
所
を
開
設
し

て
は
ど
う
か
。
運
営
の
厳
し

い
サ
ロ
ン
を
統
合
し
て
規
模

を
大
き
く
し
て
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

老
人
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
宅
老
所
の
開
設
は
考
え

て
い
な
い
。
サ
ロ
ン
事
業
を

統
合
す
る
考
え
も
な
い
。

西プール（上志比地区）

問　
サ
ロ
ン
事
業
の
中
に
高

齢
者
が
小
さ
な
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
企
画
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
自
活
で
き
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
共
同
生
活
す
る

よ
う
な
施
設
を
開
設
し
て
は

ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

金
銭
的
な

問
題
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど

重
要
な
問
題
も
多
く
考
え
ら

れ
る
。
事
業
と
し
て
取
り
組

む
考
え
は
な
い
。

要
望　
今
後
、
益
々
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者

は
増
加
す
る
。
一

人
で
寂
し
く
暮
ら

す
よ
り
い
ろ
い
ろ

な
人
と
お
互
い
に

協
力
し
助
け
合
い

な
が
ら
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
も
考
え

る
べ
き
。
町
と
し

て
、
早
い
時
期

に
検
討
し
て
ほ
し

い
。

問　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
調

査
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

か
。
各
小
・
中
学
校
に
何
人

い
る
の
か
。
そ
の
対
応
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

調
査
は
小

学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
９
年

間
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
小

そ
の
他
、
中
縦
自
動
車
道
建

設
に
伴
う
下
流
域
排
水
対
策

に
つ
い
て
、
住
民
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
年
明
け

早
々
沿
線
集
落
に
対
し
、
改

め
て
説
明
会
を
開
く
よ
う
促

し
た
。
理
事
者
か
ら
は
「
機

会
を
捉
え
て
道
路
排
水
計
画

等
、
国
に
対
し
説
明
を
求
め

る
」
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

宅老所あっぽ（愛知県高浜市）

学
校
で
16
名
、
中
学
校
で
９

名
い
る
。
対
応
に
つ
い
て

は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
源
と
な
る

食
材
を
取
り
除
く
除
去
食
に

て
対
応
し
て
い
る
。

問　
除
去
食
の
み
の
対
応
で

は
場
合
に
よ
っ
て
は
、
メ
ニ

ュ
ー
が
無
く
な
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
栄
養
面
は
十
分

な
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

除
去
食
で

栄
養
が
補
わ
れ
な
い
場
合
は

代
替
の
栄
養
で
補
充
し
て
い

る
。
本
来
な
ら
代
替
食
に
移

行
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、

現
状
代
替
食
の
対
応
は
で
き

な
い
。

要
望　
給
食
に
携
わ
る
人

が
本
来
の
仕
事
以
上
の
責
任

を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
の
無
い

よ
う
、
職
場
環
境
に
十
分
配

慮
し
て
ほ
し
い
。

欲
し
い
」
旨
の
要
請
が
あ
っ

た
場
合
、
ま
た
、
行
政
が
積

極
的
に
少
し
ず
つ
で
も
買
収

す
る
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
①
旧
公
民

館
は
今
後
解
体
の
方
向
で
検

討
、
体
育
館
は
耐
震
調
査
を

し
、
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。
西
プ
ー
ル

は
平
成
25
年
度
中
に
は
取
り

壊
し
、
借
地
料
は
平
成
25
年

度
迄
と
考
え
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　

②
町
全
体

の
町
有
地
に
対
す
る
運
用
方

針
、
財
政
面
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ

買
収
の
考
え
は
な
い
。

問　
交
通
安
全
性
を
高

め
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

人
達
の
利
便
性
や
快
適
性
の

向
上
を
図
る
と
し
て
い
る

が
、
地
域
住
民
は
信
号
は
設

置
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い

る
。

　

危
険
な
道
路
を
造
る
為
に

地
域
の
人
達
は
土
地
を
提
供

し
た
の
で
は

な
い
。
信
号

は
必
須
条
件

と
思
う
が
。

総
務
課
長　

信
号
機
の
設
置
は
県
、
公
安

委
員
会
の
決
定
事
項
の
た
め

粘
り
強
く
設
置
要
望
を
し
て

い
く
。

高
規
格
道
路
整
備
後
の
農

工
商
の
将
来
構
想　

に
つ

い
て
も
質
問
を
い
た
し
ま

し
た
。

学
校
給
食
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
は

ア
レ
ル
ギ
ー
と
な
る
食
材
を

　
　取
り
除
く
除
去
食
で
対
応

問答
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問 機能補償道路に
　 信号が設置されないのは何故？

答 粘り強く要望をしていく

川治  孝行議員

問 永平寺地区体育祭は
　　　　 全集落参加が基本では！

答 全集落参加を基本に
　多世代が楽しめる形を検討したい

長谷川治人議員

問　
不
参
加
の
集
落
が
あ
る

な
か
で
再
開
を
決
め
た
が
、

永
平
寺
地
区
が
一
つ
に
な
る

問　
永
平
寺
町
総
合
振
興
計

画
の
中
で
道
路
網
の
整
備
を

掲
げ
、
交
通
渋
滞
緩
和
を
図

る
と
あ
る
が
、
現
在
の
国
道

４
１
６
号
（
吉
野
堺
バ
イ
パ

ス
）
、
３
６
４
号
、
及
び
中

部
縦
貫
道
路
、
機
能
補
償
道

路
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
課
参
事　

国
道
４
１
６

号
は
吉
野
堺
バ
イ
パ
ス
で
は

４
車
線
化
と
地
下
道
の
工

事
、
国
道
３
６
４
号
は
取
付

部
の
概
略
設
計
又
中
部
縦
貫

道
路
は
橋
台
工
、
上
部
工
、

盛
土
工
、
松
岡
高
架
橋
、
工

事
用
道
路
、
道
路
改
良
工
事

又
機
能
補
償
道
路
は
橋
梁
工

及
び
舗
装
工
、
改
良
工
事
を

進
め
て
い
る
。

問　

国
道

４
１
６
号
の

飯
島
で
交
通

量
は
１
３
，

５
８
１
台
／

日
、
国
道
１
５
８
号
美
山
街

道
で
１
万
４
０
０
０
台
／
日

だ
が
、
中
部
縦
貫
道
路
（
大

野
IC
～
上
志
比
IC
間
）
及
び

機
能
補
償
道
路
浅
見
～
光
明

寺
迄
の
区
間
が
供
用
開
始
さ

れ
た
時
、
交
通
動
態
は
ど
の

よ
う
に
変
化
す
る
の
か
。

建
設
課
参
事　

奥
越
か
ら
の

交
通
量
が
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
る
。

問　
信
号
は
交
通
量
の
状
況

を
見
て
と
の
こ
と
だ
が
、
機

能
補
償
道
路
の
幅
員
構
成
と

設
計
速
度
及
び
町
道
の
横
断

箇
所
と
通
学
道
路
指
定
箇
所

は
。

建
設
課
参
事　

幅
員
（
車

道
）
路
肩
含
め
Ｗ
＝
８
・
０

ｍ
（
総
幅
Ｗ
＝
15
・
０
ｍ
）

両
側
歩
道
区
間

設
計
速
度
（
機
能
補
償
道

路
） 

60
㎞
／
hr

横
断
箇
所
６
ケ
所　

通
学
道

路
指
定
箇
所
（
轟
地
区
）
１

ケ
所

様
粘
り
強
く
道
筋
を
付
け
て

頂
き
た
い
。
ま
た
、
体
育
祭

で
な
け
れ
ば
駄
目
な
の
か
、

そ
の
大
会
の
方
法
論
も
併
せ

て
検
討
す
べ
き
で
は
。

生
涯
学
習
課
長　

全
集
落
参

加
が
基
本
だ
。
ま
た
、
体
育

祭
に
限
ら
ず
多
世
代
の
方
が

楽
し
め
る
形
を
検
討
す
る
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

機能補償道路　に信号機を！　

問　
①
上
志
比
地
区
の
旧
公

民
館
や
西
プ
ー
ル
の
有
効
な

活
用
策
・
返
却
に
つ
い
て
早

急
に
結
論
を
出
す
べ
き
。

②
小
中
学
校
の
敷
地
に
つ
い

て
、
地
権
者
か
ら
「
買
っ
て

←

←
西プール（上志比地区）

借
地
料
に
つ
い
て

　
　
　

 

無
駄
は
な
い
か
！

旧
公
民
館
、西
プ
ー
ル
は

　
　
　
　
　
　解
体
の
方
向
で

問答
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と
考
え
ま
す
が
、
町
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

防
災
行
政
無
線

整
備
に
当
た
り
、
災
害
情
報

は
複
数
の
手
段
で
住
民
に
正

確
な
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す

る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
①

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
の
連
動

は
、
こ
し
の
国
事
務
組
合
と

「
消
防
本
部
庁
舎
移
転
後

の
活
用
策
は
」
紙
面
の
都

合
上
割
愛
し
ま
し
た
。

既
に
協
議
中
で
す
。
②
登
録

制
の
メ
ー
ル
配
信
は
、
課
題

も
あ
り
ま
す
が
採
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
③
エ
リ

ア
メ
ー
ル
は
、
携
帯
３
社
と

今
年
度
中
の
契
約
を
目
指
し

て
進
め
て
い
ま
す
。
④
上
志

比
と
永
平
寺
地
区
は
、
現

在
、
行
政
イ
ベ
ン
ト
情
報
の

伝
達
に
も
活
用
し
て
い
ま
す

の
で
、
将
来
的
に
は
防
災
目

的
で
の
使
用
を
基
本
に
、
住

民
の
意
見
も
十
分
聞
き
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

思
う
。
不
況
の
中
で
、
永
平

寺
町
で
さ
ら
に
何
か
支
援
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長　

今
後
も
働

く
世
代
、
若
い
世
代
を
支
援

し
、
一
層
活
気
あ
ふ
れ
る
町

に
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

求められる若者パワー !!

問　
地
域
防
災
力
の
強
化
の

た
め
、
防
災
資
機
材
の
整
備

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

整
備
を
促
進
す
る
取
り
組
み

は
。

総
務
課
長　

町
内
の
90
の
自

主
防
災
組
織
へ
、
資
機
材
を

配
備
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
主
防
災
組
織
で
の
整

備
に
対
し
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

新
年
度
か
ら
は
、
自
主
防

災
組
織
連
絡
協
議
会
単
位
で

も
防
災
資
機
材
の
整
備
、

あ
る
い
は
活
動

に
対
し
て
支
援

を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
予
算

化
を
進
め
て
い

る
。

問　
90
の
自
主

防
災
組
織
へ
の

配
備
か
ら
、
今

年
度
中
に
８
つ

の
地
域
で
、
す

べ
て
設
立
す
る

自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
へ

の
支
援
に
移
行
す
べ
き
。

総
務
課
長　

数
年
を
め
ど
に

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
会
へ

の
支
援
へ
移
行
す
る
。

問　
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

会
の
エ
リ
ア
内
に
防
災
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
食
料
、
資

機
材
等
を
備
蓄
し
な
け
れ
ば

問　
耐
震
化
の
必
要
な
一

時
避
難
所
は
ど
れ
程
あ
る
の

か
。

　

改
修
費
用
の
助
成
事
業

は
。

建
設
課
参
事　

町
内
に
あ
る

１
１
５
カ
所
の
一
時
避
難
所

等
の
内
、
耐
震
化
が
必
要
な

の
は
24
カ
所
。
永
平
寺
町
避

難
所
耐
震
改
修
促
進
事
業
で

耐
震
改
修
を
進
め
る
。

問　
避
難
所
の
耐
震
化
の

自主防災組織で購入した可搬式動力ポンプ

避
難
所
等
の
耐
震
改
修
を
急
ぐ

「
永
平
寺
町
避
難
所
耐
震
改
修
促
進
事
業

（
安
全
な
避
難
所
を
確
保
す
る
た
め
の

改
修
費
用
に
対
す
る
助
成
）」に
よ
り
進
め
る

問答

国
、
地
方
の
２
／
３
の
助
成

金
を
増
額
し
、
地
元
負
担
の

軽
減
が
必
要
。

町
長　

耐
震
化
の
地
元
負
担

は
１
／
３
で
あ
る
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か

を
検
討
す
る
。

な
ら
な
い
。

総
務
課
長　

広
域
の
エ
リ
ア

で
の
食
料
、
飲
料
、
あ
る
い

は
衣
料
品
、
こ
う
い
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
町
が
責
任

を
持
っ
て
備
蓄
す
る
。

問 補助制度を充実し、自主防災組織の
防災資機材の整備促進を

答 自主防災組織連絡協議会での
防災資機材整備に新年度から支援を計画

川崎  直文議員

一般質問一般質問
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一般質問一般質問

問 緊急災害情報は複数の伝達手段で!!

答 ケーブルテレビの活用、
エリアメール配信等を考えている

原田  武紀議員

問　
本
町
が
今
年
度
か
ら
４

ヶ
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
「
防
災
行
政
無
線
整
備
事

業
」
に
鑑
み
、
先
日
、
視
察

し
た
岐
阜
県
関
市
で
は
「
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
近
く
の
人

に
、
騒
音
と
な
ら
な
い
よ
う

な
中
音
量
放
送
な
の
で
、
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
遠

い
人
に
は
聞
こ
え

に
く
い
。
防
災

無
線
は
、
災
害
情

報
伝
達
に
万
能
で

は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
伝
達
手
段
の

一
部
と
促
え
、
緊

急
速
報
エ
リ
ア
メ

ー
ル
等
、
複
数
の

手
段
で
の
情
報
発

信
に
努
め
て
い

る
。
」
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
町

も
こ
の
整
備
事
業

の
中
で
、
①
災
害
情
報
を
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ

表
示
で
各
家
庭
に
流
す
。
②

「
防
災
メ
ー
ル
」
で
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
た
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
へ
配
信
す
る
。
③
携
帯

３
社
と
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の

配
信
契
約
を
結
び
、
町
の
緊

急
災
害
情
報
を
、
町
内
エ
リ

ア
の
観
光
客
も
含
め
た
全
て

の
携
帯
電
話
に
配
信
す
る
。

④
防
災
行
政
無
線
は
緊
急

速
報
の
災
害
情
報
に
限
定
し

て
、
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音

量
を
上
げ
る
。
等
が
必
要
だ

防災行政無線整備に伴う複数の伝達手段（案）

（１）屋外拡声スピーカーでの音声放送 （主体設備）

（２）ケーブルテレビでのテロップ表示 （連　　動）

（３）携帯３社のエリアメール配信 （連　　動）

（４）メールアドレス登録者へのメール配信 （連　　動）

（５）放送内容の再確認電話サービス （フリーダイヤル）

問

答 リーダー育成が最優先課題だと考える

河合  永充議員

若い世代が積極的に町政参加して
いただくための青年連絡協議会設立を

問　
若
い
世
代
の
永
平
寺
町

で
青
年
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
の
現
状
は
？

生
涯
学
習
課
長　

現
在
、
永

平
寺
町
内
で
活
動
し
て
い
る

青
年
団
体
は
、
松
岡
地
区
に

１
団
体
、
上
志
比
地
区
に
１

団
体
、
計
２
団
体
、
ま
た
県

立
大
学
生
や
Ｏ
Ｂ
、
福
井
大

学
医
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
松
岡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ピ
ー
プ
ル
」
が
活
動
し
て
い

る
。

問　
や
る
気
や
元
気
の
あ
る

若
者
が
町
の
行
事
や
町
政
に

積
極
的
に
参
加
す
る
場
、
永

平
寺
町
の
若
者
の
交
流
の
場

と
し
て
も
女
性
連
絡
協
議
会

の
よ
う
に
青
年
連
絡
協
議
会

を
つ
く
れ
な
い
か
？

生
涯
学
習
課
長　

青
年
連
絡

協
議
会
の
設
立
に
は
女
性
連

絡
協
議
会
と
は
違
い
、
基
盤

と
な
る
組
織
が
な
い
状
態
か

ら
設
立
す
る
の
は
課
題
が
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
働
く

世
代
、
若
い
世
代
が
ま
ち
づ

く
り
に
参
画
す
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い

る
。
リ
ー
ダ
ー
育
成
が
最
優

先
課
題
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

問　
大
小
の
グ
ル
ー
プ
を
問

わ
ず
一
度
若
い
人
た
ち
の
集

ま
る
場
を
つ
く
り
、
参
加
・

活
動
を
通
し
て
永
平
寺
町
の

若
者
た
ち
を
集
め
広
げ
て
い

く
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル

を
つ
く
る
た
め
の
、
支
援
を

お
願
い
で
き
な
い
か
。
同
じ

テ
ー
ブ
ル
で
町
政
に
参
加
し

て
い
く
と
い
う
、
そ
う
い
っ

た
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
だ

と
思
う
。

問　
若
者
や
働
く
世
代
が

盛
り
上
げ
る
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
働
く
世
代
、
生
産
世
代

が
し
っ
か
り
と
働
け
る
環
境

づ
く
り
、
支
援
が
必
要
だ
と求められる若者パワー !!

←

←
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問 宅老所（介護予防拠点施設）
　 開設準備に向けた予算を!!

答 現在各地区に老人センターが設置してある
宅老所の整備は考えていない

上  田   誠議員

問　
町
は
消
防
署
を
統
合
し
、

永
平
寺
支
所
付
近
に
開
発
セ
ン

タ
ー
を
一
部
利
用
し
て
移
転
す
る

と
し
た
。

　

私
は
消
防
庁
舎
を
移
転
す
る

最
低
条
件
は
、開
発
セ
ン
タ
ー
は

撤
去
、公
民
館
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
機
能
は
支
所
の
２
階
３
階
へ

移
し
、消
防
庁
舎
を
支
所
に
並
べ

な
い
と
土
地
利
用
が
極
端
に
悪

く
な
る
。何
よ
り
も
将
来
を
見

す
え
整
備
す
る
の
が
基
本
だ
。昭

和
46
年
築
の
古
い
開
発
セ
ン
タ

ー
利
用
は
納
得
で
き
な
い
。

消
防
長　

新
庁
舎
の
立
地
は
町

の
中
心
が
基
本
で
、道
路
へ
の
ア
ク

セ
ス
、デ
ジ
タ
ル
無
線
の
基
地
局
の

適
地
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
活
用
、

そ
し
て
既
存
庁
舎
の
利
活
用
が
で

き
る
と
し
て
消
防
力
の
強
化
を
計

画
し
た
。

町
長　

今
町
が
考
え
て
い
る
の

は
、開
発
セ
ン
タ
ー
を
使
い
た
い
と

い
う
こ
と
で
、機
能
的
に
は
十
分

発
揮
で
き
る
。開
発
セ
ン
タ
ー
を

撤
去
し
て
新
し
く
建
て
る
考
え
は

持
って
い
な
い
。

問　
高
校
の
学
習
を
先
取
り

す
る
県
立
中
学
校
は
教
育
機

会
の
不
平
等
と
言
え
る
。
ふ

つ
う
の
中
学
校
で
も
同
じ
こ

と
を
す
べ
き
だ
。
関
係
者
の

声
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
の
先

生
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
意
見
を

伺
い
、
永
平
寺
町
の
方
向
性

を
探
り
た
い
。

社会教育の拠点のひとつ「松岡　公民館」

問　
世
界
的
に
21
世
紀
は

高
齢
者
の
世
紀
と
言
わ
れ
て

い
る
。
当
町
の
高
齢
化
は
４

人
に
１
人
26
年
に
は
27
％
以

上
。
人
は
生
涯
に
わ
た
り
健

康
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を

営
み
た
い
。当
町
の
老
人
福

祉
計
画
の
理
念
に
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
施
設

の
充
実
強
化
や
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
す
る
と
あ
る
。
高
齢
者

が
各
々
の
立
場
、
度
合
い
に

合
っ
た
持
て
る
力
を
活
し
、

安
心
し
て
生

活
で
き
る
環

境
が
必
要
!!

長
野
県
や
視

察
し
た
高
浜

市
で
は
宅
老
所

（
高
齢
者
の

幼
児
園
み
た

い
な
所
）が
あ

る
。
こ
の
生
活
拠
点
型
宅
老

所（
介
護
予
防
拠
点
施
設
）開

設
準
備
に
向
け
た
予
算
を
!!

福
祉
保
健
課
長　

現
在
各
地

区
に
老
人
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
宅
老
所
の
整
備
は
考
え

て
い
な
い
。

問　
視
察
先
で
は
65
才
以
上

の
方
に
登
録
し
て
も
ら
い
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

健
康
づ
く
り
活
動
に
参
加
す

る
と
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
、

商
品
と
交
換
す
る
制
度
が
あ

る
。
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
に
採
用
し
て
は
ど
う
か

!!福
祉
保
健
課
長　

事
例
を
調

べ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
支
授
事
業
の
充
実
と

継
続
に
向
け
た
予
算
を
!!

町
独
自
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

十
分
精
査
し
て
考
え
て
い
く

問答
問　
当
町
の
主
要
施
策
の
主

な
取
り
組
み
に
教
育
環
境
の

充
実
が
あ
る
。
地
域
の
宝
で

あ
り
町
の
将
来
を
担
う
子
供

達
が
、安
全
な
環
境
で
学
び

た
く
ま
し
く
成
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
町
独
自
の
事

業
で
、学
校
長
か
ら
も
喜
ば

れ
て
い
る
学
校
元
気
創
造
、

確
か
な
学
力
の
育
成
支
援

や
、
複
式
学
級
解
消
、
特
別

支
援
員
（
教
育
対
策
、
不
登

校
対
策
）
の
配
置
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、

適
応
指
導
教
室
相
談
員
等
を

平
成
25
年
度
に
も
継
続
し
て

各
学
校
に
対
応
し
て
ほ
し
い

!!学
校
教
育
課
長　

教
育
目
標

に
「
確
か
な
学
力
の
育
成
」

「
豊
か
な
心
の
育
成
」
を
掲

げ
て
様
々
な
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
長　

町
独
自
の
取
り
組
み

を
行
い
喜
ば
れ
て
い
る
。
今

後
も
十
分
精
査
し
て
取
り
組

み
た
い
。

介護予防拠点施設「宅老所あっぽ」

他
に
「
議
会
と
語
ろ
う

会
」
か
ら
町
の
若
者
対
策

に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。

県
立
中
学
校
が

三
年
後
に
新
設
さ
れ
る
が

教
育
関
係
者
に

　
　

  

意
見
を
聞
い
て
備
え
る

問答

一般質問一般質問
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一般質問一般質問

問 町内の地元店が
　閉店や縮小が続いているが…

答 地元小売店の存在価値も見直さなければ

松川  正樹議員

問 認知症予防に
町ぐるみで取り組んではどうか！

答 新たに認知症予防対策へ
　　　　　 医学部医師と連携して

金元  直栄議員

問　
認
知
症
の
高
齢
者
を
抱

え
た
家
庭
は
、一
日
中
目
が
離

せ
な
い
な
ど
、深
刻
で
す
。65

才
以
上
の
10
人
に
一
人
が
認

知
症
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、サ
ロ
ン
参
加
者
か
ら

始
め
る
の
で
は
な
く
、若
い
世
代
の

チ
ェ
ッ
ク
で
早
期
に
発
見
と
、適
切

な
ケ
ア
で
進
行
を
緩
や
か
に
し
た

り
、症
状
改
善
も
で
き
る
と
の
こ

と
。認
知
症
対
策
を
町
ぐ
る
み
で

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

要
介
護
認
定
者

の
中
、認
知
症
の
割
合
は
約
40
％
。

現
在
、脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
事
業

を
や
って
い
る
が
、福
大
医
学
部
の
医

師
団
を
中
心
に
、町
等
と
連
携
し
全

て
の
サ
ロ
ン
参
加
者
を
対
象
に
、重

症
化
を
防
ぐ
よ
う
な
方
法
を
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

認知症予防を町ぐるみで

問　
永
平
寺
支
所
の
２
階
３
階

の
利
用
計
画
も
示
さ
ず
開
発
セ

ン
タ
ー
等
の
耐
震
補
強
工
事
だ

け
急
ぐ
の
は
問
題
だ
。第
一
、利

用
計
画
も
な
い
施
設
を
耐
震
化

し
て
も
意
味
は
な
い
。支
所
の
上

階
を
一
部
倉
庫
に
し
て
い
る
の
で

は
。あ
り
余
る
公
共
施
設
の
方

向
性
は
い
つ
示
さ
れ
る
か
。

総
務
課
長　

第
二
次
行
政
改
革

の
五
年
計
画
を
進
め
て
お
り
、各

施
設
の
利
用
計
画
は
、27
年
度
の

最
終
年
を
目
標
に
し
て
い
る
が
、

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
示
し
た
い
。

各
公
共
施
設
の
利
用
計
画
は
作
ら
れ
て
い
る
の
か

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
は
作
り
た
い

問答

←

問　
今
ま
で
も
こ
の
傾
向
が

あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
来
て
地

元
の
有
名
な
大
型
店
ま
で
閉

店
と
な
っ
た
。
何
年
も
前
か

ら
、
こ
う
い
う
事
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
行
政
も
何
ら
か

の
手
当
て
を
す
べ
き
と
訴
え

て
き
た
。
行
政
が
何
も
し
て

こ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
結
果
は
出
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
店
が
減
っ
て
い

く
と
、
町
か
ら
に
ぎ
わ
い
が

消
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
が

一
番
困
る
の
は
地
域
住
民

だ
。
時
代
の
趨
勢
と
諦
め
な

い
で
商
店
主
に
プ
ロ
の
専
門

家
も
入
れ
、
短
期
集
中
型
で

対
策
を
出
し
て
ほ
し
い
。
永

平
寺
町
が
沈
ん
で
し
ま
う
。

商
工
観
光
課
長　

車
社
会
で

町
内
の
住
民
も
町
外
の
大
型

店
に
行
っ
て
し
ま
う
事
実
は

あ
る
が
、
高
齢
化
社
会
の

中
、
地
元
小
売
店
の
必
要
性

も
見
直
さ
れ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
商
店
主
、
商

工
会
、
行
政
が
手
を
携
え
て

こ
れ
ま
で
以
上
に
工
夫
し
て

い
き
た
い
。

社会教育の拠点のひとつ「松岡　公民館」
←

問　
青
年
活
動
が
盛
ん
な

時
代
も
あ
っ
た
が
、今
非
常
に

沈
滞
化
し
て
い
る
。若
者
の

姿
が
見
え
な
い
。淋
し
い
限

り
だ
が
、何
と
か
す
る
た
め

に
は
大
人
側
が
も
っ
と
真
剣

に
な
ら
な
い
と
、我
々
の
方

も
燃
え
な
い
と
復
活
し
な
い

が
。

生
涯
学
習
課
長　

青
年
層
に

限
ら
ず
、婦
人
グ
ル
ー
プ
、壮
年

グ
ル
ー
プ
も
同
様
で
あ
る
。行

政
サ
イ
ド
だ
け
で
は
解
決
し

な
い
。今
後
勉
強
す
る
。

問　
具
体
策
は
①
自
主
成
人

式
②
高
校
生
議
会
③
芸
術
に

よ
る
町
お
こ
し
で
あ
る
。若

者
た
ち
が
燃
え
ら
れ
る
取
り

組
み
だ
。

消
防
庁
舎
は
効
率
の
よ
い
施
設
配
置
に
す
べ
き
！

開
発
セ
ン
タ
ー
利
用
で
機
能
は
十
分
発
揮
で
き
る

問答

青年活動の復活は
あり得ないのか
確かに地域活動は
沈滞している

問

答
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【団員減少の歯止めに耳寄りな情報】
　関市中濃消防本部では、「団員減少ストッ
プ」のための消防団活性化対策の取り組みに
ついて、「サポートカード」を提示すること
で、参加店舗の料金割引の「特典」があり、
市全体で地域の安全安心のため活動する消防
団を応援し、併せて商店街の活性化にもつな
げる仕掛けをうまく運用されていました。ま
た、伊勢市・関市の防災行政無線の研修で
は、緊急時の伝達手段に、エリアメール・Ｃ
ＡＴＶ等複数メデイアが活用され、本町でも
取り組むべきと感じました。なお、「防災無
線は」人命にかかわることであり、防災上の
情報だけに限定していくべきと改めて認識し
た次第です。
　　　　　　　　　　　　　総務常任委員会

【小水力発電の導入を！】
■やすらぎの里いとしろ
　水路を利用して発電
■釜戸小水力発電所
　上水道の送水管を利用して発電
　既存の水路や上水道の送水管を利用してコ
ストをかけずに発電する方法を視察してきま
した。

【宅老所の開設を！】
　見守り等が必要な高齢者の日中の居場所と
して、精神的なサポートを行う認知症予防講
座を実施して、予防に努める。
　宅老所は見守りが必要なお年寄りが安心し
て過ごせる。同居している家族にとって、日
中、安心して働ける。町民が安心・安全に暮
らすために視察してきました。学んだことは
活用します。
　　　　　　　　　　　教育民生常任委員会

平成24年
10月・11月

11月19日　午後２時～　徳島県小松島市議会
　・予算決算常任委員会で行っている事務事業評価の導入
　　の経緯、課題並びに行政との関係について
　・議会のIT化としてipadを利用しているが、導入経緯、
　　課題、負担割合について
11月20日　午前10時～　兵庫県加西市議会
　・加西市議会基本条例の制定までの経過、運用状況、議会運営委員会での各種実施要項について
　・議会議員定数の変遷　・議会のIT化について
今回の視察で得た情報により、「事務事業評価システムの導入」「更なる議会のIT化」「議会基
本条例の実施要項の運用」に取り組んでいきます。　　　　　　　　議会行財政改革特別委員会

平成24年
10月・11月

10月９日 伊勢市防災行政無線
10月10日 関市防災行政無線
 関市中濃消防組合消防本部

中濃消防組合消防本部（岐阜県関市）

ピ
コ
発
電

（
岐
阜
県
郡
上
市
い
と
し
ろ
）

10月14日･15日
　岐阜県郡上市　やすらぎの里いとしろ
　岐阜県瑞浪市　釜戸小水力発電所
　愛知県高浜市　宅老所「あっぽ」

小
松
島
市
で
の
研
修

最新防災行政無線とは最新防災行政無線とは

事務事業評価とIT化事務事業評価とIT化

小水力発電の導入と宅老所の開設小水力発電の導入と宅老所の開設
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一般質問

両
に
つ
い
て
も
各
分
団
ポ
ン

プ
車
、
積
載
車
各
一
台
配
備

を
順
次
実
施
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
で
は
、
連

絡
協
議
会
を
地
域
ご
と
に
設

置
し
、
広
域
的
な
取
り
組
み

や
組
織
の
底
上
げ
を
ね
ら
い

と
し
て
い
る
。

問

答 消防団拠点施設を順次整備

滝波登喜男議員

消防に今求められているもの

問　
消
防
署
統
合
に
よ
り
、

今
よ
り
遠
く
な
る
地
域
の
方

は
、
不
安
を
感
じ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
消
防
団
や

自
主
防
災
組
織
の
充
実
を
求

め
て
い
る
。

消
防
長　

消
防
団
で
は
、
そ

の
拠
点
施
設
の
整
備
を
平
成

20
年
度
か
ら
順
次
実
施
、
車

今年度建られた消防倉庫（永平寺北地区）

問　
国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
調
理
員
専
用
ト
イ
レ
の

設
置
、
調
理
室
内
温
度
25
度

キ
ー
プ
が
定
め
ら
れ
て
い
る

が
。
ま
た
、
急
な
病
気
欠
勤

者
に
対
す
る
代
替
え
調
理
員

の
手
配
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

学
校
教
育
課
長　

調
理
員
専

用
の
ト
イ
レ
は
な
く
、
室
温

を
低
温
に
保
つ
設
備
も
な

い
。
ま
た
、
急
な
欠
勤
の
場

合
は
現
在
の
調
理
員
の
中
で

学
校
間
を
越
え
て
や
り
く
り

し
て
い
る
。

町
長　

室
温
調
節
が
で
き
る

よ
う
な
状
況
、
職
員
の
配
置

状
況
等
十
分
に
調
査
し
、
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

学
校
給
食
現
場
の

　

 

感
染
症
対
策
は
万
全
か

現
状
を
十
分
調
査
し
、対
応
す
る

問答

問　
倒
産
し
た
業
者
は
、
以

前
か
ら
危
な
い
と
言
わ
れ
て

い
た
。
そ
ん
な
業
者
を
指
名

し
た
こ
と
を
、
町
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

副
町
長　

公
共
工
事
の
発
注

は
、
県
の
経
営
審
査
な
ど
一

定
の
基
準
に
基
づ
い
て
行

う
。
風
評
で
指
名
除
外
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

問　
予
防
策
と
し
て
、
最
低

制
限
価
格
の
設
定
見
直
し
、

指
名
業
者
選
定
前
に
専
門
の

調
査
会
社
に
調
査
を
依
頼
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

監
理
課
長　

県
と
同
様
、
来

年
、
最
低
制
限
価
格
の
見
直

し
を
行
う
。
民
間
調
査
会
社

に
調
査
依
頼
す
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
と
予
想
さ
れ
る
。

温泉施設の
請負業者倒産に
　　　　学ぶこと
最低制限価格の
　　 見直しを行う

問

答

【団員減少の歯止めに耳寄りな情報】
　関市中濃消防本部では、「団員減少ストッ
プ」のための消防団活性化対策の取り組みに
ついて、「サポートカード」を提示すること
で、参加店舗の料金割引の「特典」があり、
市全体で地域の安全安心のため活動する消防
団を応援し、併せて商店街の活性化にもつな
げる仕掛けをうまく運用されていました。ま
た、伊勢市・関市の防災行政無線の研修で
は、緊急時の伝達手段に、エリアメール・Ｃ
ＡＴＶ等複数メデイアが活用され、本町でも
取り組むべきと感じました。なお、「防災無
線は」人命にかかわることであり、防災上の
情報だけに限定していくべきと改めて認識し
た次第です。
　　　　　　　　　　　　　総務常任委員会

【小水力発電の導入を！】
■やすらぎの里いとしろ
　水路を利用して発電
■釜戸小水力発電所
　上水道の送水管を利用して発電
　既存の水路や上水道の送水管を利用してコ
ストをかけずに発電する方法を視察してきま
した。

【宅老所の開設を！】
　見守り等が必要な高齢者の日中の居場所と
して、精神的なサポートを行う認知症予防講
座を実施して、予防に努める。
　宅老所は見守りが必要なお年寄りが安心し
て過ごせる。同居している家族にとって、日
中、安心して働ける。町民が安心・安全に暮
らすために視察してきました。学んだことは
活用します。
　　　　　　　　　　　教育民生常任委員会

平成24年
10月・11月

11月19日　午後２時～　徳島県小松島市議会
　・予算決算常任委員会で行っている事務事業評価の導入
　　の経緯、課題並びに行政との関係について
　・議会のIT化としてipadを利用しているが、導入経緯、
　　課題、負担割合について
11月20日　午前10時～　兵庫県加西市議会
　・加西市議会基本条例の制定までの経過、運用状況、議会運営委員会での各種実施要項について
　・議会議員定数の変遷　・議会のIT化について
今回の視察で得た情報により、「事務事業評価システムの導入」「更なる議会のIT化」「議会基
本条例の実施要項の運用」に取り組んでいきます。　　　　　　　　議会行財政改革特別委員会

平成24年
10月・11月

10月９日 伊勢市防災行政無線
10月10日 関市防災行政無線
 関市中濃消防組合消防本部

中濃消防組合消防本部（岐阜県関市）

ピ
コ
発
電

（
岐
阜
県
郡
上
市
い
と
し
ろ
）

10月14日･15日
　岐阜県郡上市　やすらぎの里いとしろ
　岐阜県瑞浪市　釜戸小水力発電所
　愛知県高浜市　宅老所「あっぽ」

小
松
島
市
で
の
研
修

最新防災行政無線とは最新防災行政無線とは

事務事業評価とIT化事務事業評価とIT化

小水力発電の導入と宅老所の開設小水力発電の導入と宅老所の開設

多くの議会が
本町議会に

視察に訪れました!!

福岡県　篠栗町議会 8人
議会改革、議会基本条例、
議会運営

９
月
27
日

議員総出でゴシゴシ

年末大掃除 　12月27日に、議員14人が議場の大掃
除を行いました。議員みずから掃除する
ケースは近隣でも珍しいようですが、永
平寺町議会は４年前から恒例行事になっ

ています。議員た
ちは1時間ほどを
かけて議場の机拭
きやフロアの掃除
機がけ、窓拭きを
行いました。「普
段お世話になって
いる職場を、自分
達できれいにしよ
う」という思いで
取り組みました。

年末大掃除

（平成24年８月以降）

栃木県　上三川市議会　７人
議会改革、議会広報（ＩＴ関係）、
議会報告会等

12
月
19
日

愛知県　愛西市議会 7人
ＨＰの活用、議会だより、
議会中継

11
月
22
日

多くの議会が
本町議会に

視察に訪れました!!

多くの議会が
本町議会に

視察に訪れました!!
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《消防新体制関係》
問　デジタル化によって現場に到着する時間が早

くなるのか。

答　デジタル化は消防救急無線のことで、到着時
間短縮は高機能指令装置を導入して可能にな
ります。現在は、通報を受けた場所を地図で
探して出動するため約３分近くかかっていま
す。新システムは通報から約15秒で現場が特
定でき、出動までの時間は約１分前後となり
特段の改善が図られます。

問　消防署統合で、拠点を１カ所にする理由は。 
答　消防署の稼働人員は三交替で実質24時間体制

です。1カ所に集中することで、救急車は救急
救命士が2人搭乗して応急の医療行為ができま
す。消防車も1台に搭乗する消防士が従来より
多くなり、さらに、一度に数台の出動も可能
で、初期消火に威力を発揮します。また、消
防無線デジタル化も、アンテナ設置など、永
平寺支所が一番効率的となっています。

問　消防署が遠くなると、豪雪時には大変不安で
ある。その心配を解消するためにも、消防団
を強化すべきと考える。その点を明確にして
ほしい。

答　消防団及び地域の消防力を高める必要があり
ます。町では、①消防団の組織の見直しを再
度行う ②消防団の環境整備のため、年に数ヵ
所の団車庫の改修 ③自主防災組織の強化のた
め、資機材購入時の補助金や地区連絡協議会
の設立などを行っています。

問　消防署統合は、いつ頃から話が出てきたの
か。 

答　平成６年３月、当時の吉田地区消防組合議会
で「消防庁舎統廃合特別委員会」が設置さ
れ、その頃から議論されてきました。

《開発センター関係》
問　新しい消防庁舎、開発センターの耐震補強が

必要ならば全部新しく建てたらいいのでは。 

答　築40年の開発センター、耐震補強しても耐用
年数は伸びないので、議会ではいっそ新築の
意見も多く、すべて新築でも合併特例債の利
用はできます。これからさらに議論していき
ます。（注：消防署統合推進委員会での議論
は、Ｐ２,３に示されています。）

《温泉関係》
問　あわら市にある施設は流水プールもあるの

で、中学校等の生徒とか幅広く集客できるシ
ステムとなっている。永平寺温泉は高齢者の
みの集客に見えるが、それでは駄目だと思い
ますので、今後、ターゲットはどのようにし
ていくのか。

答　永平寺温泉「禅の里」は、総額3億2千万円で
建設するもので他の施設は今後の課題です。

問　巡回バスは地区、地区バラバラに巡回してい
るが、3地区を巡回して温泉へ行けるように
し、集客ができるようにしていただきたい。

答　温泉運営業者や町の方で、現在模索しており
ます、議会といたしても3地区を巡回するよう
にすれば、集客も多くなり目的達成が出来る
のではと進言しております。

問　身障者を同伴者が連れてきた場合、料金は安
くなるのか。

答　同伴者一人までは250円です。
―ご意見―
・永平寺温泉は泉質がいいということをＰＲしてほ
　しい。鮎釣りさんもたくさん来られる。国道のメ
　イトから尾崎自動車までの電柱に看板を取付ける
　と効果的だと思う。

《消防広域化》
問　市町村消防の広域化を進めると聞いている

が、県下の動きはどうなっているのか。

答　広域化については、今年度中に実施という国
の指導があるが、全国的に進んでいない状況
です。現在の状況は、国の中間答申により平
成25年３月までから５年延長と聞いており、
今後検討されていきます。

《議員定数関係》
問　議員定数は現状維持でいいが、住民の意見を

聞いて良心的に決めて頂きたい。

答　議会と語ろう会において多くの住民の意見を
聞き、また、いろんな情報と他市町村の動向
を参考にして、議会で議論し誠意をもって決
定してまいります。

問　減らすことには反対。この地域は、過疎地域
でさびれていくばかりである。町民の声を行
政に反映するには、議員が必要である。定数
が少なくなると、得票数が多くなりなかなか
議員を出せなくなる。議員定数は1人あたり
の人口比を参考にすべきである。

答　議員の中にもそのような意見がある。
問　議員定数を２人減らして報酬を増やしてはど

うか。

答　町民の意見を聞き、データや実績を見ながら
議員間で議論して決定したい。

―ご意見―
・大野市・勝山市に比べると永平寺町は多いと思う。
・政務調査費は、まじめに勉強して費用がかかって
　いるのなら支出してもいいと思う。
・町民の声を聞ける人数は何人がいいかということ
　を考えなければならない。
・報酬は安すぎて定年の者しか出馬できない。若い
　人は本業になるよう魅力ある報酬額にして頂きた
　い。
・削減すべき。少数精鋭で、議員には勉強をしても
　らい、働き次第によっては報酬アップも是認する。

市荒川集落生活改
善センター

諏訪間ふれあい会館

予定の時刻を過ぎて閉会した会場もあるほど、
活発な話し合いがなされ、町民の皆様から多く
のご意見をいただきました。ありがとうございまし
た。すべてのご意見を議員が共有し、所属の委
員会にて審議し、政策立案や提言に反映させ
ます。
　　　永平寺町議会議長　 伊藤  博夫
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《消防新体制関係》
問　デジタル化によって現場に到着する時間が早

くなるのか。

答　デジタル化は消防救急無線のことで、到着時
間短縮は高機能指令装置を導入して可能にな
ります。現在は、通報を受けた場所を地図で
探して出動するため約３分近くかかっていま
す。新システムは通報から約15秒で現場が特
定でき、出動までの時間は約１分前後となり
特段の改善が図られます。

問　消防署統合で、拠点を１カ所にする理由は。 
答　消防署の稼働人員は三交替で実質24時間体制

です。1カ所に集中することで、救急車は救急
救命士が2人搭乗して応急の医療行為ができま
す。消防車も1台に搭乗する消防士が従来より
多くなり、さらに、一度に数台の出動も可能
で、初期消火に威力を発揮します。また、消
防無線デジタル化も、アンテナ設置など、永
平寺支所が一番効率的となっています。

問　消防署が遠くなると、豪雪時には大変不安で
ある。その心配を解消するためにも、消防団
を強化すべきと考える。その点を明確にして
ほしい。

答　消防団及び地域の消防力を高める必要があり
ます。町では、①消防団の組織の見直しを再
度行う ②消防団の環境整備のため、年に数ヵ
所の団車庫の改修 ③自主防災組織の強化のた
め、資機材購入時の補助金や地区連絡協議会
の設立などを行っています。

問　消防署統合は、いつ頃から話が出てきたの
か。 

答　平成６年３月、当時の吉田地区消防組合議会
で「消防庁舎統廃合特別委員会」が設置さ
れ、その頃から議論されてきました。

《開発センター関係》
問　新しい消防庁舎、開発センターの耐震補強が

必要ならば全部新しく建てたらいいのでは。 

答　築40年の開発センター、耐震補強しても耐用
年数は伸びないので、議会ではいっそ新築の
意見も多く、すべて新築でも合併特例債の利
用はできます。これからさらに議論していき
ます。（注：消防署統合推進委員会での議論
は、Ｐ２,３に示されています。）

《温泉関係》
問　あわら市にある施設は流水プールもあるの

で、中学校等の生徒とか幅広く集客できるシ
ステムとなっている。永平寺温泉は高齢者の
みの集客に見えるが、それでは駄目だと思い
ますので、今後、ターゲットはどのようにし
ていくのか。

答　永平寺温泉「禅の里」は、総額3億2千万円で
建設するもので他の施設は今後の課題です。

問　巡回バスは地区、地区バラバラに巡回してい
るが、3地区を巡回して温泉へ行けるように
し、集客ができるようにしていただきたい。

答　温泉運営業者や町の方で、現在模索しており
ます、議会といたしても3地区を巡回するよう
にすれば、集客も多くなり目的達成が出来る
のではと進言しております。

問　身障者を同伴者が連れてきた場合、料金は安
くなるのか。

答　同伴者一人までは250円です。
―ご意見―
・永平寺温泉は泉質がいいということをＰＲしてほ
　しい。鮎釣りさんもたくさん来られる。国道のメ
　イトから尾崎自動車までの電柱に看板を取付ける
　と効果的だと思う。

《消防広域化》
問　市町村消防の広域化を進めると聞いている

が、県下の動きはどうなっているのか。

答　広域化については、今年度中に実施という国
の指導があるが、全国的に進んでいない状況
です。現在の状況は、国の中間答申により平
成25年３月までから５年延長と聞いており、
今後検討されていきます。

《議員定数関係》
問　議員定数は現状維持でいいが、住民の意見を

聞いて良心的に決めて頂きたい。

答　議会と語ろう会において多くの住民の意見を
聞き、また、いろんな情報と他市町村の動向
を参考にして、議会で議論し誠意をもって決
定してまいります。

問　減らすことには反対。この地域は、過疎地域
でさびれていくばかりである。町民の声を行
政に反映するには、議員が必要である。定数
が少なくなると、得票数が多くなりなかなか
議員を出せなくなる。議員定数は1人あたり
の人口比を参考にすべきである。

答　議員の中にもそのような意見がある。
問　議員定数を２人減らして報酬を増やしてはど

うか。

答　町民の意見を聞き、データや実績を見ながら
議員間で議論して決定したい。

―ご意見―
・大野市・勝山市に比べると永平寺町は多いと思う。
・政務調査費は、まじめに勉強して費用がかかって
　いるのなら支出してもいいと思う。
・町民の声を聞ける人数は何人がいいかということ
　を考えなければならない。
・報酬は安すぎて定年の者しか出馬できない。若い
　人は本業になるよう魅力ある報酬額にして頂きた
　い。
・削減すべき。少数精鋭で、議員には勉強をしても
　らい、働き次第によっては報酬アップも是認する。

市荒川集落生活改
善センター

諏訪間ふれあい会館

予定の時刻を過ぎて閉会した会場もあるほど、
活発な話し合いがなされ、町民の皆様から多く
のご意見をいただきました。ありがとうございまし
た。すべてのご意見を議員が共有し、所属の委
員会にて審議し、政策立案や提言に反映させ
ます。
　　　永平寺町議会議長　 伊藤  博夫
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《その他》
問　火災報知機の点検をしてほしいが、個人で行

うものか。

答　基本的には個人で行うものです。乾電池がほ
とんどで、機種により異なりますが点検機能
がついています。また、電池交換も機種や種
類により異なります。

問　永平寺町は福祉協議会へ「福祉事業」を丸投
げして福祉業界では問題となっている。特に
個人事業者においては独占企業のようになっ
ている福祉協議会にいろんな点で圧迫されて
おり、個人事業者は情報もなく儲けられな
い。

答　在宅福祉の委託事業につきましては、地域福
祉推進の団体である社会福祉協議会において
事業を推進しており、利用者へのより迅速で
的確な対応が見込まれると考えております。
それらの事業については、町が指導・管理を
するとともに、利用者からのご意見・ご要望
や改善点等について町に報告されるように
なっており、その都度、事業改善、施策に反
映しています。
　次に、介護保険事業についての現状は、介
護サービスを提供する事業所は、町内におい
ては10施設あり、そのうち、社会福祉協議会
が運営している施設は、４施設であり、介護

サービスを利用される方のケアプランについ
ても、本人の希望に応じた施設利用を決定し
ております。
　今後、介護保険事業の運営状況をみなが
ら、介護サービスの充実を図りたいと考えて
おります。

問　産業フェアの出店等や全体の企画や目的は、
どのようになっているのか。また産業フェア
を議会としてどう見ているのか。人口の多い
松岡地区で行うべきでは。また、予算はどれ
くらいかかっているのか。

答　目的に沿ったフェアにするべきである…とい
う声が議員から出ています。また、産業建設
常任委員会で商工会と話し合う機会を設け、
それについても意見交換している。費用は
500万円程です。４年目となる来年度には見
直しをする計画となっています。

問　県外では高速道路と高速道路の間は高規格道
で結ばれている。中部縦貫道はどうか。 

答　中部縦貫道は、当面、高規格道です。平成28
年度に福井北ICと大野間は結ばれ、当面、無
料となります。しかし、中部縦貫道の目的か
らすると、大野から白鳥間が急がれますが、
まだ、建設工事までは入っていません。
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※紙面の都合上、掲載できなかった
　質疑内容・回答はホームページほか、
　本庁役場・永平寺支所・
　上志比支所で１月下旬より
　ご覧いただけます。
　ご了承ください。

永平寺町議会
お問合せ：議会事務局　℡６１－３９５０


